
おだわう市民交流センターUMECO情報紙

UMECOだよll
「UMECO」という愛称は、小田原動物園で多くのかたに長く愛された魚の「ウメ子」のように
多くのかたに親しまれ、足を運んでもらえるような施設になつて欲しいというEいを込めています
あなた (U)と 私 (ME)が 、あなたらしく私らしく、夢を描くこと、そして皆が
00mmunicatbn、 00‖ aboration、 COodnationに より、つながる場を実現することを目指します
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東日本を縦断し、各地に大きな被害をもたらした「台風 19号」は、今まだ多くの爪痕を残しています。U
MECOで は 8月のわくわく交流会を今後起こり得る地震や風水害に対しての備えや対策など「防災」のテー
マで行いました。それに関連して、積極的に活動されている団体に参加していただき 12月 にフォローアップミー
ティングを行いました。現在の小田原の現状を聞くとともに団体間の情報共有と各団体の活動の幅が広がる可能
性を感じられる活発な意見交換となりました。団体さんからのメッセージです。今後、地域の中での活動が期待
されます。

上旦園」壺羞」量堕菫皇
小田原の防災を考える会は、2015年 12月 に防災・減

災の勉強会の市民団体として発足しました。勉強会は

防災・減災に関するゲーム・体験学習・講義をおだわ

ら市民交流センターで月 1回開催しており、どなたで

も参加できます。近年、温暖化の影響で毎年風水害に

よる被害が発生しており小田原も油断できません。勉

強会に参加して、大切な人を守るための防災の知識を

身に着けてください。なお、自治会・市民団体 。子供

会向けに出前講座もしております。勉強会への出席、

出前講座のメニューをご希望の方 は田中 (携 帯

090-1653-8681)ま で連絡下さい。

西皿墜豊工z五≧:アネットワーク
「西湘災害ボランティアネットワーク」は、小田原に

大災害が発生した際に設置される「災害ボランティア

センター」運営の支援を本務としています。平常時は、

防災関連の講演会、出前請話、ゲームなどを行い、市

民の方々の防災意識と知識を高める活動を行つてい

ます。問題は多くの会員が高齢で、活動の中核となる

べき若手が不足していること。高校 。大学生や中年層

にも入会して頂き、活動を一層充実 。発展させたいと

考えています。ポランティア活動なので可能な範囲の

参 加 で 構 い ま せ ん 。 関 心 の 有 る 方 は 是 非

090¨4027-9467櫻丼事務局長までご連絡を !

皇 ±ュ上国 廼l負Ш 丘画 二」嗅 盤 」国隆 壺 董え董 主
本会は、2016年に下記の活動の目的を掲げて 3ヶ年

計画で発足した任意団体です。目的として、富士山の

噴火が酒匂川流域に甚大な被害をもたらした「砂地獄」
の惨状について、歴史的な事実を学び直し、どのよう

な「防災・減災」が効果的なのか分析を行い、その具

体的な対応を「国・県 。関係市町」に提起するととも

に、地域住民の「防災・減災」意識の啓発に努め、そ
の形成に資することにあります。3年半の討議 。研鑽

(現地視察・各種講演会・シンポジューム開催 。酒匂川

流域行政へのヒヤリング、地域自治会との折衝、国土

交通省訪問等)を重ね、密度の濃い活動を行つて参りま

した。要望書の趣旨は、激甚災害を超える自然災害に

対して、「事前の備え」を掲げ、最後の帰結として、要
望書をまとめ流域行政・県 。国へ提出する予定です。

現在、一般会員 :59名 、賛助会員 :6社です。

血邑三選艶堕盤
応急手当 (救命・救護)の普及のために、応急手当普

及員や日赤救急法指導員と防災士等の有資格者と赤

十字神奈川支部防災ポランテイア第 7ブロックの有

志で結成しました。災害 (発災)時にも役立つ普通救

命講習や救護法、減災セミナー等々を自主開催し、ま

た、まちづくり委員会 (地域コミュニティ)や自治会、

各種団体からの依頼を受け各種講習会を積極的に行

つています。少人数 (3人から)や夜間の時間帯 (1
8時～21時)や平日の昼間等々、講習の内容も含め

オーダーメイ ドで対応可能ですのでお気軽にご相談

ください。
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小田原市としての取り組み

小田原市では、行政や地:域の力を結集し、災害時等における:被害の最小化に

努めるとともに、日頃から自助 0共助による防災活動を促進しています。

例えば、防災情報手段の維持管理や備蓄食料の購入を行うことなどに
より:、 災害発生時においても市民の方々が適切な情報を収集し判断す

ることができるよう:整備を進めているとともに、避難所においても市

民の方 が々■定期間身を寄せることができる環境を整えています。
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現在、今後の災害対策に生かすため、昨年の台風 19号に関する意

見や反省の集約と検証を行つており、災害時において市民の方々に

よる自助・共助がうまく機能するよう、市民の皆様とともに防災対

策に取り組んでいきます。

生」ヨ」豆:団1董ヨ金二重」正i量」盛」墜≧二邊菫Z:L髭じ恒萱Ξ二∠旦二∠Z塑二量日塾旦
令和 2年度小田原市市民活動応援補助金に、スター トアップコース 10件、ステ

ップアップコース 10件 (プランA 10件 )、 合計 20事業の応募がありました。

応募団体や概要などの詳細は、UMECOホ ームページでご覧ください。また、小

田原市市民活動推進委員会による第 1次審査を通過した団体の公開プレゼンテーシ

ョン (第 2次審査)は、どなたでもご覧いただけます。今後補助金の応募を考えて

いる団体や、応募団体の活動内容やプレゼンテーシ∃ンの方法を知りたい団体のみ

なさまの、活動の参考にしていただける場でもありますので、ぜひご参加ください。

なお参加を希望される方は、事前にUMECOま でご連絡ください。

● 日 時 :令和 2年 3月 8日 (日 )

10時 00分～ 12日寺30分 (予定)

※終了時間は変更となる場合があります。
● 場 所 :おだわら市民交流センターUMECO

会議室 1・ 2・ 3

● 定 員 :100名 (申込先着順 )
昨年度プレゼンテーシ∃ンの様子
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西湘地域自治体問題研究会

箱根町の町民有志らと製作 t

かるた」が令和元年 11月 2

教皇 。フランシスコに手わた

気ない会話から実現したこ (

る「箱根かるた」を国際交流

して活用できないかと考え
「箱根かるた」が届いた事が

こと。読み札には美しい響さ

根の良さや美しさ、日本語
`つていくきつかけになり、ヨ

際観光地箱根や日本語の国 |

がればと期待がよせられてt
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おだわら市民交流センターUMECO隣

0465-20-3406
10:00^ψ 22:00(21:30LO)

★お食事から宴会までご予算ご相談下さい
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また、一人ひとりが確実に命を守る

行動ができるよう毎年市民の方々や

消防団、関係機関の方々とともに、

様々な災害想定をした訓練を実施 し

ており、今年度は「風水害」をテー

マに訓練を実施しました。
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NPOマネジメント講座
つながるNPO

NPOが、活動を発展させるための講座です。実際に活
動している NPO法人の事例を学ぶとともに、参加者同
士で情報交換し交流を深めます。ぜひ「画期的活動」と
「つながり」で社会に変革を起こしてみませんか。

日時 令和 2年 2月 15日 (土)13時 00分～15時 00分
会場 おだわら市民交流センターUMECO会 議室 フ
講師 椎野典子 氏

おだわら市民交流センターUMECO副センター長

(一社)ソーシャルコーディネー トかながわ理事

対象

内容

定員

費用

舌動を
ています

問合せ/お申込みはUMECOま で (HPからの申込可)

市民力で地域課題の解決を !

地域活動団体ネットワーク形成事業

～り、地域課題|=取り組む～

すべての NPO団体、
NPOの理解を深めたい方、
NPO同士のつながりに興味がある方
市民

'舌

動 。NPOとはイ可か ?

NPO同士、他団体との協働、
マネジメントの方法について
30名 (申込先着順 )

500円 (資料代として)

I

このこだわ りでオーダー

メイ ド的演奏から音楽的

療法にも繋がるパフォー

マンスカを養いメンバー

間 ONE TEAMで実現へ。

UMECOで は、
″
市民の力で未来を拓く希望のまち

″
の実現を目指し、「市民活動団体」と「地域活動団体」が連

携して地域の活性化や課題解決に結びつけることを目的に事業展開しています。住みよいまちづくりに市民活動団
体の力を活かし貢献したいという思いから、現在 138の市民活動団体が事業参加しています。市内各地頭でまち
づく百万現1蕩石覆5百語会やまちづくり委員会などと、ポランティア活動などを

活発に行つている市民活動団体が、お互いの活動を理解した上で、連携し合い大き

な成果が生まれるよう実践しています。

具体的には、敬老会やお祭り等での大正琴・奇術 。日本舞踊などの出演、高木伐採
なども実施し、地域の方々に感謝されています。

Sボップス

五感にしみ渡るような音色を醸し出すオカリナ !そんな音
づくりを求め続ける音楽集団「Sポップス」です。月 2回の

レッスンに集う音楽好きなメンバーで結成し4年経過、今は

ナイスなシエア層 6人で年間 24回程度のポランティア活

動を行うまでに成長。お声がかかれば福祉施設、地域活性化

行事等でオカリナにギター弾き語りも加えた演奏を披露中。

工夫した音づくりでこそ共感の輪が生まれる。・聞き手の反

応が見える 。・共に楽 しむ。 :|

女性のエンパワーメント講座

なりたい自分を見つけよう
～一歩前へ Iのヒントがいつばい～

皆さんが主体的に自身のありようについて、考え
たり行動するきつかけづくりにしてください。

日時 令和 2年 2月 28日 (金)18時 30分～20時 30分
会場 おだわら市民交流センターUMECO会 議室4
講師 本木和子 氏

ODカタリスト代表
キャリアコンサルタント

対象 概ね 20代から 40代位の女性
定員 30名 (申込先着順 )

参加費 無料
託児 事前申し込み (締切 2月 13日 )

原則 2歳から就学前まで
おやつ代など 100円

問合せ/お申込みはUMECOま で
主催 おだわら市民交流センターUMECO
共催 小田原市人権・男女共同参画課

ノ√箔槻力'多をノカ
:コー権 の手だ

眼や日本語の魅 力を伝える

1小川晃司事務局長)が
ノたご当地かるた「箱根

5日、来日中の□―マ

:されました。団体の何

1です。英文がついてい

や外国人が学ぶ教材と

表した。□―マ教皇に

何よりもうれしいとの
・や風情が感じられ、箱

)美 しさが 世界に広が

:た「箱根かるた」が国

祭的な PRなどにつな

まヽす。

市民活動

団体紹介

山聖会館
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申込み・問合せ

丁EL:0465-24…661l FAX:0465… 24…6633
MAIL : odawara@umeco.info

メ

UMECO
イベントのお知うせ

テイーサロン
学生ボランティアグループ「S,P.A.C.E」 によるティーサロンです。

中学生から大学生まで若さ浴れるアイディアで皆様をお待ちして

います。

日時 :2月 8日 (土)「テイーサロンで雛祭り」

13時 00分～16時 00分 【参加費 お茶と茶菓子代 300円 】

UMECO企 画展
【多目的コーナー】
2月 1日 (土 )～ 3月 7日 (土)「おだわら雛の道中」

3月 8日 (日 )～ 29日 (日 )「 コンビニから世界を考え発信しよう」
新玉小 4年総合学習プロジェク ト

【ホワイエ】
2月 1日 (土 )～ 3月 8日 (日 )「おだわら雛の道中つるし雛」
※いつでも自由に御覧になれます。

企業 との協働事業

ス7:′ングフェスティバ′L

穏やかな季節になり桜のつばみも膨らみ始

める頃、下記の通リスプリングフェスティ

バルを行います。市民活動団体さんが演奏

や舞踊など日頃の活動の成果を発表 しま

す。ぜひ皆様お誘い合わせの上、お越しく

ださい。

日時 :令和 2年 3月 21日 (土 )

11日寺00分′～'15日寺00分
場所 :フ レスポ小田原シティーモール南館 lF

エントランス (マクドナル ド前)

UMECOカレンダー

8月 分の抽選、7月分まで随時予約。
リア 5月分まで随時予約。

会議室 9月分の抽選、8月分まで随時予約。
活動エリア 6月分まで随時予約。2月 3日

月 火 水 木 金 土 日

2

3 4 5 6 7 ∇ 9

10 13 14 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 ｈ
ソ

σ
ヽ

29

おだわら市民交流セ ンターUMECO
〒250-0011 ノ」ヽ田l京市栄町 1-1-27
Mail odawara@umecoiinb
HP  http://umeCO」 nb/
Facebook https://www.facebook.com/umeco.odawara/

情報紙「UMECOだより」No26
発 行 おだわら市民交流センターUMECO
発行日 2020年 2月 1日
編1 集: 小田原市事業協会・市民活動を支える会共同事業体

休館日

FMおだわら放送(10:15～ )
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NPOマ ネジメン ト講座

うきうき交流会(10:00～ 12:00)

女性のエンパワーメント講座

(18:30～ 20:30)

スプリングフェスティバル

(10:00～ 15:00)
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C)わくわく交流会(10:00～ 12:00)

エコパートナーズおもちゃ病院
(10:00～ 11:30)

珊

月 火 水 木 金 土 日

2 3 4 5 6 7 8

◎ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 ヽ
ノ

う
ヽ 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

★会議室の抽選・予約について★

【抽選スケジュール】 1日～20日 :抽選受付  21日 :抽選
21日 ～25日 :確定受付 (当選しても確定しない場合は当選取消となります)

おだわら市民交流センターUMECOは、一般財団法人小日原市事業協会と特定非営利活動法人市民活動

を支える会が、小田原市の指定管理者として、管理運営を行つています。
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塾 湘和会堂 小田原

家族葬式場を新設
ご安置専用個室を完備

小田原駅東口より徒歩2分
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「つながる」は、∪MECOに 登録している市民活動団体向けの情報紙です。

つながることで、変化したり、大きくなつたり、新しいものが生まれたり 。・ 。そんなふうに

市民活動が力を発揮する「まち」になるよう応援したいという思いを込めました。

“
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の 民交流センターUMECO 動団体

市民活動団体の力で地域課題の解決を !

UMECOで は、
″
市民の力で未来を拓く希望のまち

″
の

実現を目指し、「地域活動団体ネットワーク形成事業」や

「わくわく交流会」等を進める中で、「市民活動団体と地

域活動団体の連携で地域課題の解決」を図つています。

市民の力を地域に活かし貢献したいという思いから、現

在 138の市民活動団体が事業に参加されています。

まだ、参加されていない団体の皆さんもぜひご参加くだ

さい。

2020年は、

☆各地域活動団体とUMECO事 業との連携推進

☆新春交流会での登録団体と自治会連合会長との交流

(ネットワークづくり)

☆見やすく、使いやすくするための「市民活動登録団体

名簿」のりニューアルと配布場所の改善 (2020年 5

月末の予定)

☆各地域活動団体向けの相談業務の充実

などを行つていきます。

団体の皆さんには、さらなるご協力をお願いいたします。

令和の春来たる !

新春交流会開催しました !

1月 18日 (土)15時から 17時半に新春交流会が行

われ、自治会連合会長と 4フ 団体計 131名の方が

UMECOに 集いました。

第 1部では、
。「小田原史談会」
。「西湘災害ボランティアネットワーク」
。「にこにこ太極挙」
。「小田原鉄道歴史研究会」

の 4団体に活発な市民活動内容を発表いただき、

副センター長が、UMECOが 力を入れている「地

域課題の解決」に向けた事業についての説明をしま

した。

第 2部の賀詞交換会では、初春のなごやかな雰囲

気の中、自治会連合会長や市民活動団体が、お互

いに情報交換をしながら

交流し、令和の新たな

出発を共に祝いました。

本年もよろしくお願い

いたします。

担当 :興津・椎野・須藤 担当 :椎野 。中村・佐藤

わくわく交流会開催します !テーマは「まちづくり0観光の振興」

今回のテーマは「まちづくり 。観光の振興」です。今年は、オリンピック・パラリンピックイヤー、多くの

観光需要などが見込まれます。小田原のまちがより住みよく、また
〃
もてなし

〃
ができるようなまちづくりが

求められます。そのためには何が必要か、どんなつながりがあると円滑に市民活動ができるかなど意見交換

をします。

まちづくりに興味のある団体はご参加ください。

一

一

　

・

内容・団体発表
。各団体の活動内容の情報交換

・観光客をもてなすまちづくりとは

・団体同士の協働の可能性

・問題点やアイディアの共有

・拠点としての ∪MECOの 活用

担当 :興津 。椎野・梅田

日 日寺:3月 9日 (月 )10時～12時
会 場 :UMECO会 議室 7

申込み :おだわら市民交流センター

UMECO
・FAXか窓口でお申込み ください。

FAX 0465… 24-6633
問1含

｀
t」 :丁EL 0465-24-6611

2019年度わくわく交流会の様子→

TEL:0465-24-6611 ヒ●挙挙
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UMECO企 画展の展示団体募集

「U M ttCO企画展」では、多目的ホールやホワイエで

市民活動団体の活動紹介や作品を展示し、皆さんに楽し

んでいただいております。

年間を通じ四季を感 じさせるような展示や団体の希望

も受け入れ、多彩な企画を催しております。

展示希望の団体を常時募集しておりますので、ご希望の

方は、UMECOま でお申し込みください。

2月 1日から 3月 フ日まで、多目的ホールとホワイエ

であでやかな「おだわら雛の道中」を開催しています。

春の訪れなど様々な季節の

子育てシェアネッ トワーク
in西湘
近所の助け合いにオンライ
ンをプラス した「子育てシ
ェア」という仕組みを普及。

学生ボランテイアグループ「S.P.A.C.E」

学生ボランティアグループ「S.P.A.C.E」 では、偶数

月の土曜日にUM圧 CO活動エ リアにてティーサロン

を運営しています。

テイーサロンでは、学生が企画・立案し、飾りつけやお

菓子などに季節感を盛り込み、どなたでも参加できる交

流会を実施しています。

また、自主事業として市民交流広場・酒匂川土手清掃・

SDGsの 勉強会、新年には小田原城、松原神社、報徳

二宮神社周辺の清掃作業を行いました。

本年は、さらに積極的に他の市民活動団体の活動にも参

加していきます。

中学生から高校生、大学生、

専門学校生までボランティア

が好きなメンバーの「S,P.

A,C.圧 」を応援してください。

ボランティアの依頼は

移ろいをお楽しみください。

※毎月の U M ttCO企 画展

のご案内は、∪MECO
だよりに掲載しています。

昨年の「おだわら雛の道中展」

担当 :椎野・佐藤・桂     UMECOま で。            担当 :椎野

2019年度新規登録団体紹介 (2019年 10月～12月登録)※腎]月準
|お

ざ99』馳丁
す0

UMECOは 、市民活動が波紋のように広がり、つながり、大きくなつていくことを応援しています。
新しく登録された市民活動団体との連携を希望される方は、UMECOま でご相談ください。

公益社団法人おだわら青年
会議所
明るい社会を目指 し、ボラ
ンテイア、まちづ くり、国
際交流、青少年育成事業等。

NPO法人脳外傷友の会ナナ
小田原区会
交通事故、脳疾病を原因とす
る後遺症の高次脳機能障害
の当事者家族が支援 と啓発。

和たちは

小田原傷みる会
市立病院の地域連携室を中
心に、市内の褥謄患者、糖尿
病患者、全身の創傷患によい
治療を提供する勉強会。

NPO小田原ベースボールア
カデミー
中学生を対象の野球練習会
の企画と運営。地域の結びつ
きを強化することが目的。

小田原北条の会
キャンパスおだわらの講座
で『北条五代絆で築いた百年
を学ぼう』を学んでいた仲間
が終了後も集まり、勉強会。

を応援してL｀ます

曽我さいこう村
耕作放棄地の活用を通じ、
地域活性、キヤンプ場、BBQ
場の市民解放、竹林伐採で
山林の保全活動をします。

ボーイスカウト小田原
第 13団
野外活動を通 して自主性、
協調性、社会性を養い、自
発的活動を見守ります。

朗読サークルオレンジ
横浜の障がい者施設から朗
読ボランティアを依頼され、
湯河原朗読塾の生徒 5名で
新しい朗読グループを結成。

シエアネットワーク

おだわら& ´

あしから

炭 文甘茸ll'0
()465(23)7668

最中工居

0日 厭種秀
黎 構丁■ おくに
ご予約は 0465-22-'234

逢ζ鈴継蒲鋳店
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▲  「北条五代」を大河ドラマに !

WO法人小田原ガイド協会
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